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利 用 者

職員の資質・専門性

職 場 風 土
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•職員の増加、非常勤職員比率の増加

•コミュニケーション不足

•職場の停滞感

•職員間の知識・スキル格差

職場風土

の変化



移譲時

•サービスのハード、ソフト面の確立の要請

•運営・財政基盤の確立の必要性

２年間

•サービスの量的向上

•運営管理のスタート地点到達

今後

•サービスの質的向上

•人材育成
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利用者支援にとってマイナス・悪影響

職場の人間関係の歪みや疲れやストレス

職員間の関係性・コミュニケ―ションの希薄
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 自分たちの職場を良くするのは【自分たちである】

自覚・意識を持て、考えることができる個人の集まり

である。

 互いに階層を超えアドバイスしあい、意見を言い合

う職場である。

 誰もが提案・参加・実行していけることを体験できる

職場である。
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上司の機嫌ひとつでそ
の日の職場の雰囲気が

決まってしまう

職場全体が共感し影

響を受ける
感情の連鎖
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属性の要求

•集団意識・職場意識を変える方が個人の変革を促し

やすい

法人理念の活用・浸透

•成果主義では個人には限界

良くも悪くも一人の感情は職場全体に伝播する
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職 場 へ の 理 念 の 浸 透

クレドの活用 フィッシュ活動

理 念 を 自 分 の も の と す る

生実支援介護ブック作成 支援介護ブック研修

理 念 の 理 解

話し合い ＫＪ法での検討
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①仕事を楽しむ…仕事に遊び心をもって楽しく働こう。

②人を喜ばせる…人の満足を得るには、まず喜ばせよう。

③注意を向ける…いまそこにある仕事に心を集中させよう。

④態度を選ぶ …辛い仕事も、自分で決めてやりがいを持

とう。

この４つを自在に使いながら職場を変革していく

考える哲学です。
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企画実施

・いいとこ探して褒めよう

良いとこ探しをして、相手に
ポジティブメッセージを送りま
した。
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実施内容
Welcomeメッセージ

入職した職員に対してのコメント
本人には自己紹介カードを記入
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理念の再確認

職場風土改善 自己改革

社会での個人の孤立化

ＮＰＯ法人への遺言依頼 成年後見制度

人間関係・家族関係の希薄化

社会保障の不備 地域社会の脆弱さ



•職員同士の距離を縮められた

•チームメンバーを知ることができた

•褒められることで、嬉しかった

•お互いに挨拶をするようになった

•利用者さんも参加できた

プ
ラ
ス

•準備が大変

•もう少し時間をかけて行いたい

マ
イ
ナ
ス
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無記名・不特定で回収

感想・意見
効果なし ０

効果は
ほとんどなし ０

 リアン文京

効果が
とてもある
２６％

効果がある
５８％

効果は
ややある
１６％



職員の率直な感想

 １.取り組みの一環は認識

されてきた。フィッシュ・クレ
ドもやり方の緩急、変化、
バリエーションが慣性を破
る。

 ２.所内のコミュニケーショ
ンもよりよくなっている

 ３.自分のクレドカードの作

成に取り組み、より一層の
理 念の浸透と職場風土の
改善を図っていきたい。

視点を変え

新鮮な経験
楽しい

明るさを

感じた

コミュニケ－ショ
ンが取りやすく

なった

相手を見直す 嬉しい
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